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新潟県立村上中等教育学校長 吉井 裕也

12月9日（水）、学年代表の生徒が朝日みどり小学校を訪問し、英語授業ＤＶＤ・教具・指導案等を届けました。

当校では、例年６月頃、３年生が「朝日みどり小学校」を訪問し、英語の授業を行っています。児童が英語に

親しみを感じるよう、英語の歌やゲームを取り入れ、指導案を練り上げます。今年度は、コロナ禍のため、実際

に訪問することができませんでした。そこで、指導案に沿って自分たちが演じた録画をＤＶＤに収め、小学校に

贈ることにしました。

児童たちの反応を想像しながらレッスンを組み立てるのは、容易なことではありません。グループ内の協力関

係を築くために仲間との関わり方を見直したり、自分の表現を児童に受け止めてもらえるように演じ方を工夫し

たりして、生徒たちは最後まで前向きに取り組みました。今回と次号の２回に亘り、この活動についての生徒の感

想を紹介します。

「国際理解」の授業で、英語授業ＤＶＤの作成に取り組みました。録画前のリハーサルの様子（左）。

● 初めは授業を作ったことがなかったため、できるかどうか不安だった。しかし、いざ作ってみると、とても楽しく、また友

だちと協力することの大切さにも気づくことができた。どうすれば小学生に楽しく学習してもらえるかを考える中で、自分た

ちの授業に対する意識も変わった気がした。小学生と中学生では知識量が違うため、小学生でも分かる単語を使って分かりや

すくするのがとても大変だった。● 班のメンバーとぎくしゃくすることなく、協力して完成することができて本当によかっ

た。どうしたら分かりやすく伝わるのかを考えることは難しかったけれど、それと同時にすごくやりがいがあった。ビデオで

の授業は楽しかったけれど、やっぱり小学生と対面で授業をしたかったなと思った。小学生が私たちの作ったビデオでどんな

反応をするのか気になるので見てみたい。基礎から英語を復習して、正しい英語を話せるよい機会になった。● 私の役割は、

授業で「How many～？」などを教えることでした。まず最初に困ったのが、どういった流れで教えれば分かりやすい授業になる

のだろうというところです。ですが、班のメンバーと協力して会話の流れを作ったりするのは、とても楽しかったです。他の

メンバーも、私の頼んだことをちゃんと実行してくれて、とても嬉しかったです。


